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摘要 

 

1 熊本城天守閣周辺に出現するオヒキコウモリの姿を

撮影した動画，及び，天守閣を周回する際の音声記録

から飛翔速度を試算した． 

2 ねぐらから飛び立つと，数秒後に約 100km/h，最高

140km/hの推定速度で飛び去った．数頭が追いかけ合

うような飛翔では約 60km/h，採餌ために天守閣周辺

を探索飛翔では 20～30km/hであった． 

3 速度を含めた飛翔能力は，本種の行動圏や季節的移動

を理解する上で重要な要素となる．本研究による推定

速度の試算値は，風力発電建設による本種への影響等

を判断する基礎資料としても重要である． 

 

はじめに 

 

コウモリ類は前肢の翼によって飛翔する．翼の形態は

種によって異なり，オヒキコウモリ Tadarida insignisや

ユビナガコウモリMiniopterus fuliginosus，ヤマコウモ

リNyctalus aviatorなどの狭長型の翼を持つ種は，開放

空間を高速で飛翔できる（船越 2020；福井 2023）．これ

らの種はその能力によって広範囲の採餌空間や季節的長

距離移動を確保していると思われる．一方，近年は風力

発電所の建設が各地で進んでおり，回転するブレードに

よる鳥類やコウモリ類の衝突事故が顕在化してきた

（Rodrigues et al. 2015；脇ほか 2022）． 

オヒキコウモリはオヒキコウモリ科オヒキコウモリ属

に属し，中国やロシア極東部，朝鮮半島，台湾などの東

アジア地域に分布している．我が国では北海道から九州

にかけて生息情報が得られており（船越 2023），夜間の

活動や繁殖，集団構成の変遷，食性，越冬場所などが記

載されている（船越ほか 1999；船越・山本 2001；寺山 

2002；船越 2020）．近縁のヨーロッパオヒキコウモリTa-

darida teniotis やメキシコオヒコウモリ Tadarida 

brasiliensis においては電波発信機を用いた移動経路や

飛翔速度が報告されている（Marques et al. 2004；

McCracken et al. 2016）．しかしながら，オヒキコウモ

リでは飛翔速度を含む飛翔能力に関する知見は少ない． 

筆者らは熊本城天守閣を周回飛翔するオヒキコウモリ

の活動状況を解明する調査を実施した（坂田ほか 2024）．

この調査結果の整理段階において，本種の飛翔を撮影し

た動画や音声記録を用いて飛翔速度を求めることが可能

であると気づいた．本種の飛翔能力を解明する判断材料

としてその試算結果を報告する． 

 

調査地 

 

調査地は熊本県熊本市中央区の熊本城天守閣

（N32.80603,E130.70582）周辺である（図 1）．ねぐら

からの出巣時における動画撮影は，熊本城宇土櫓石垣や

地点A（加藤神社の参道入口，図 2-A），調査に同行した

熊本県民テレビ取材班の撮影は地点 BとC（天守閣東西

の広場，図 2-B，C），天守閣を周回するオヒキコウモリ

が発する音声の記録は地点 D（天守閣南に位置する休憩

所脇，図 2-D）である．  
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図 1 調査地 ○内：熊本城（地理院地図（新版）レベル 14に追記）． 

図 2 動画撮影と音声記録の地点，及び飛翔速度試算に用いたオヒキコウモリの推定飛行経路（Google Eaeth Pro 

2022年 5月画像を改変）．A：a-1,2 b-1,2撮影地点．B：c,d撮影地点．C：e～h撮影地点．D：i,j録音地点 

a-1: 2014年 4月 14日撮影動画より推定経路．a-2:同最短経路．b-1: 2014年 4月 18日撮影動画より推定経

路．b-2:同最短経路．c,d: 2014年 3月 31日 KKT撮影動画より天守閣周回の推定経路．e～h: 同動画より 4頭

が追いかけ合う飛翔の推定経路．i,j: 音声間隔から速度を試算する際に推定した周回経路． 
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方法 

 

熊本城天守閣周辺で活動するオヒキコウモリは，春季

は頬当御門から宇土櫓にかけての石垣をねぐらにしてい

る．また，年間を通してライトアップされた天守閣周辺

を周回しながら餌となる大型飛翔性昆虫を探索飛翔して

いる（坂田ほか 2024）．この様子を一眼レフカメラ

（「D800」（Nikon社製）及び「EOS Kiss X7i」（Canon

社製））を用いて動画撮影を行った．これらの映像より飛

翔経路を推定して出巣後間もない時間帯における 1 秒間

ごとの位置を特定し，速度を計算した．また，熊本県民

テレビ（KKT）が 2015年 3月 31日の調査に同行してオ

ヒキコウモリの撮影を行った．この動画（30fps）の提供

を受け，コマ送り機能を用いて 1/30s ごとの位置の確認

し，飛翔速度を求めた．コウモリの位置は姿と樹木や建

造物の位置関係から推定した． 

オヒキコウモリは飛翔時にエコーロケーションコール

を発する．その音声を「Voice-Trek DS-901」(OLYMPUS

社製) を用いて録音し，音声編集ソフト「Wave pad」

（NCHソフトウェア社製）を用いてWAV形式に変換・

細分化したあと，音声分析ソフト「Kaleidscope Pro」

（WILDLIFE社製）を用いてヨーロッパオヒキコウモリ

の音声としてスキャンし，音声スペクトルを解析した．

オヒキコウモリ 1 頭が安定した状態で天守閣を周回する

場合，音声記録は一定間隔の規則的な連続音声となる（坂

田ほか 2024）．その時間と目視によって推定した飛翔経

路から飛翔速度を試算した． 

上空から見下ろした飛翔経路の推定には「Google 

Earth Pro」，移動距離の測定には「Mapion キョリ測」

を用いた. 

 

結果と考察 

 

一眼レフカメラによる動画撮影は 2014 年と 2015 年の春

季に延べ 13回実施したが，オヒキコウモリの姿を鮮明に撮

影できたのは 2 回のみで，いずれも地点 A からの撮影で

あった． 

1回目は 2014年 4月 14日である．オヒキコウモリ 1

頭が石垣から出巣し，その後の飛翔が動画で撮影され，

その飛行経路は安田（2015）で示された．その動画を詳

図 3 宇土櫓前石垣から飛び立ったオヒキコウモリ

の飛行経路（矢印の長さは時間とは無関係，○内

はオヒキコウモリ）．a： 2014年 4月 14日，天野

守哉撮影．経路は安田 2015に加筆．数字は飛び

立ち後からの時刻 ．b: 2014年 4月 22日，坂田

拓司撮影．数字は明瞭な姿が確認された時刻． 
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細に検証したところ，オヒキコウモリは出巣後に頬当御

門上空でＵターンして宇土櫓南側へと回り込んだ．宇土

櫓の南から東側はカメラの画角外となるためその姿は

映っていなかった．その数秒後に上記の個体と同一とみ

られる個体がカメラの画角内に入り，宇土櫓を反時計回

りにほぼ一周した後，カメラの画角外（西方向）へと飛

び去った．その間約 11秒であった．飛行速度が安定した

6.0 秒後から 1 秒ごとの位置を航跡経路上に示した（図

3-a）．2回目は同年 4月 18日である．出巣直後の飛翔は

画角に入っていないが，宇土櫓直下から北北西に上昇し

ながら飛翔する約 2 秒間が撮影されたので，これも同様

に 1 秒ごとの位置を航跡経路に示した（図 3-b）．なお，

図 3-a，bのいずれの経路も遠方から接近する場面を含む

ため，位置の推定に誤差が生じる可能性が高い．そこで，

最も正確と推定される推定経路と，最短と推定した最短

経路の 2通りを想定した（図 2-a-1,2及び b-1,2）．  

KKT が 2015年 3月 31日に撮影した動画には，地点

B から撮影した場面に 1頭が天守閣を背景に周回飛翔す

る姿が 2回，地点Cから撮影した場面に天守閣の脇から

南方面の樹木上空へ追いかけ合うように追尾飛翔する 4

頭の姿が 1 回あった．これらの動画による推定経路は図

2-c～hに示される．  

音声記録による速度推定では天守閣からやや離れた遠

隔ルート（図 2-i）と，天守閣に近い近接ルート（図 2-j）

の 2 通りの推定経路を想定してその速度を試算した．な

お，推定した移動距離はいずれも水平方向のみの経路で，

垂直方向の移動は無視しているため，実際よりは若干短

くなっている． 

以上の結果を図 4 に示した．石垣から出巣する場面の

動画では，出巣数秒後に最短経路で平均 93 km/h，最大

104 km/h，推定経路で平均 115km/h，最大 140km/hに

達した．一方，数頭が追いかけ合うような追尾飛翔時で

は平均約 62km/h であった．さらに，天守閣を周回する

飛翔では動画より試算した速度が平均 31km/h，音声間

隔と推定周回経路から試算した速度は遠隔ルートで平均

26km/h，近接ルートで平均 18km/hであった． 

図 4 オヒキコウモリの飛翔速度試算値． 
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コウモリ類の飛翔速度は平均時速 8.6～96.5km/hとさ

れてきた（Norberg 1987）．発信器を付けたヨーロッパオ

ヒキコウモリでは出巣後に採餌場への移動する際の平均

速度は約 50km/h，餌の探索飛翔時は約 17 km/hである

（Marques et al. 2004）．また，発信器を装着した 7頭の

メキシコオヒキコウモリにおいて一晩の平均対地移動速

度が 20.5km/h，最大速度の平均が 128km/h，最も速い

個体で 160km/h が記録されている（McCracken et al. 

2016）．ただし，この数値は 2.1～4分間の平均値である

ため，瞬間的にはもっと速いと考えられる．本試算にお

いては出巣数秒後に約100km/hで飛翔し，最大140km/h

に達した．最大飛翔速度はメキシコオヒキコウモリに匹

敵する．飛翔する動物において対地上水平速度の最高値

はヨーロッパアマツバメ Apus apus の 112km/h とされ

ていたが（Henningsson et al. 2010），オヒキコウモリ類

はそれ以上の高速飛行が可能であることが改めて確認さ

れた．また，数頭が追いかけ合うような飛翔においては

約 60km/h，餌昆虫を探索する際の飛翔では 20～30km/h

であった．このように，状況に応じて飛翔速度には大き

な差が生じていた．  

近年，小型のコウモリにも装着が可能なGPSの開発が

進み，詳細な活動パターンや行動圏のデータが得られる

ようになってきた（Conenna et al. 2019）．本種において

もこの方法を用いることでより正確な速度を含めた飛翔

能力の把握が可能になるであろう．さらに，行動圏や季

節的移動の解明が進むことは，風力発電建設による本種

への影響等を判断する基礎資料としても重要である． 
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